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プロ文革後の中国における日本文学研究の傾向
The progress of research in Japanese literature since the great 
proletarian cultural revolution in China 
莫 邦富＊
With the establishment of the Society for Research in Japanese 
Literature in 1979 , research in Japanese letters has made a fresh 
start. Since that time Chinese work in this field has flourished 
and has achieved outstanding results. In recent years there has 
been a growing tendency to introduce materials from Japan on a 
broad scale and to study them in an unrestricted fashion, and 
authors and works which had been considered taboo are now 
being studied more and more. One may now say that Japanese 
studies have become orthodox and not heretical. Scholars doing 
this research are now much younger and, unlike the past, they 
are in complete command of the Japanese language. Also, the 
dissemination of information has improved, and learned journals 
devoted to foreign literature have increased in number. The 
present period may truly be called the golden age of Japanese 
literary studies in China. With this, academic disputes about 
Japanese literature are increasing in intensity. Today Chinese 
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scholars in this field are cooperating to publish a History of 
Japanese Literature and also various kinds of dictionaries on this 
subject. We are al looking forward to a great advance in 






















































































読まれています。 「日本俳句選」 （湖南人民出版社）、 「日本現代詩選」
（青海人民出版社）はその一例です。また「日本散文選j （江蘇人民出版
社）、 「日本狂言選J （人民文学出版社）、 「木下順二戯曲集」などのよう
な作品集も出版されています。関係雑誌に散見される作品に至っては、枚挙























































































社）、 「訳林」 （江蘇人民出版社）、 「外国文学季刊J （外国文学出版社）、
「春風訳叢」 （沈陽春風文芸出版社）、 「訳海」 （広東人民出版社）そして
大学の主催による外国文学誌など、外国文学評論誌として、 「外国文学研究
















































































見せています。 「源氏物語」、 「万葉集J、 「竹取物語」、 「落窪物語」、
「平家物語」などの古典名作や二葉亭四迷、島崎藤村、芥川竜之介、小林多
喜二、泉鏡花、白樺派の諸作家などの近代作家あるいはその作品を研究する
ばかりではなく、それまで情報不足のため研究できなかった戦後の作家とそ
の作品をもおおいに研究するようになりました。日本文学研究分野での空白
がかなりうずめられたと思います。
そして、分散的に日本文学を紹介・研究するのでは物足りないと思われ、
より系統的に、よりまとまった形で日本文学を紹介・研究しようとする意欲
がますます強くなってきて、外国文学出版社と上海訳文出版社は、二十世紀
叢書という形で日本の近代ないし当代の文学を系統立てて翻訳・出版してい
ます。沈陽春風文芸出版社は、 1985年1月数十人の現役の日本文学研究者を
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全国から沈陽へ招いて、 「日本文学大系」 （全35巻予定）の出版計画を討論
し、 1986年のうちにまず5巻を出版することに決定しました。これは一地方
出版社にしては大きすぎるプロジェクトかもしれませんが、しかし、沈陽春
風出版社は、大きな赤字を出してもぜひ出版したいという意気込みで、その
出版に着手しました。そして、いままでパッとしなかった日本文学研究者を
p Rする意味で、 「日本文学大系」の訳者と解説の作者を写真入りで紹介す
ることも決まりました。
こういう翻訳のプロジェク卜に対して、一方、上海辞書出版社は中国日本
文学研究者の編纂による「日本文学辞典」を、四川人民出版社は日本文学者
四百人近くを収録する「世界文学家辞典Jを、江蘇人民出版社は「日本文学
家辞典」を出版しようとしています。そのいずれも1986年ないし1987年に刊
行できると思います。さらに、中国日本文学研究者の編著による「日本文学
史」や日本文学史を教えるためのテキストの出版も計画されています。
以上、プロ文革後の中国における日本文学研究の傾向について、おおざっ
ぱに紹介させていただきましたが、もし、このったない発表がいささかでも
お役にたてればはなはださいわいに存じる次第です。
ご静聴ありがとうございました。
討議要旨
山崎陽子氏から、台湾の大学で日文系の仕事をしている者ですが、二つの
事を伺いたいとして次のように質問があった。
一つは、日本文学の読者は、大学の先生のような人が主でしょうか、或い
は一般の市民に読まれているということでしょうか、
また、翻訳で読まれている場合、プロ文革で多くの知識人達が失われたと
のことですが、今翻訳などを行っている人々はどういう人々でしょうか、そ
してたとえば中国と日本では表現の仕方が違っていて、たとえば、非常に大
きな表現となったり、或いは俳句なども翻訳されているとのことですが、五
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言絶旬、七言絶句のような表現で訳されるのでしょうか、現在の翻訳は原作
の意図をよく伝えるようなかなりなレベルに達しているというようにお感じ
でしょうか。
これに対し発表者から、私は以前新聞記者をしていた関係で、最近新聞社
の依頼で調査をしました。それによると大学生のほか、一般の若い労働者に
もたくさん読まれています。石川達三の『金環蝕』などずいぶん読まれてい
るのに驚きました。もっともこれには映画の影響も大きいと思います。
また、翻訳については、たしかに名訳もありますが迷訳もあります。たと
えば大和三山を非常に高い山のように表現したり、 「高瀬舟Jの高瀬川を
洋々とした河と思って日本に来て見て驚くような事もあります。 『雪国』の
くにぎかい
「国境の長いトンネルを抜けるとJを国境と誤解するおそれもあります。
漢字は理解の助けにもなりますが落し穴にもなります。初期には迷訳も避け
られませんが、交流が深まれば急速に改善されますし、またそれらは翻訳の
勉強の教材としても採り入れられています。
俳句の翻訳についても討論が行われています。中国語に訳す以上は中国風
に訳すべきだという意見もあり、俳句として訳すべきだという意見もありま
す。
と答えがあった。
山口公和氏からは、自分は1981年に中国を訪れ書店を見て、日本文学がた
くさん翻訳されており、谷崎の『鍵』も翻訳されているので、プロレタリア
文学に偏っているという先入観を改めさせられたが、ここで名を挙げられた
作家の中には久米正雄、尾崎紅葉など、日本では今はほとんど読まれていな
い作家まで含まれています。近く日本文学史が出版されるということでした
が、日本の「日本文学史Jを紹介するものではなく、独自の立場から評価さ
れた日本文学史になるのでしょうか、と質問があり、
発表者から、久米正雄や尾崎紅葉についていえば、中国ではこれまで、こ
のような作家は研究されず空白になっていたので、その空白を埋めるという
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必要があります。今の日本の若い人々にあまり読まれていなくても、或る時
代にこういう作家があり、こういう作品が読まれたということを研究する必
要があります。日本で研究されている中国の作品の中には、私達中国人が今
日あまり読んでいないものもありますが、だからそれは意味のない事だとい
うことにはならないと思います。またこれから出る日本文学史については私
はくわしく知りませんので出版されるのを待ちたいと思いますと答えがあっ
。?
長谷川泉氏から『源氏物語』の翻訳が出版されましたが、あれはどのよう
な人々に読まれているのでしょうか、また中国で一時厨川白村が広く読まれ
た時期があったと思いますが今はどうでしょうか、と質問があり、
発表者から、 『源氏物語Jは非常に多くの部数が出版されましたがすぐ売
り切れてしまいました。どうしてそんなに売れたか意外なのですが、おそら
く中国の『紅棲夢Jに相当する日本のロマンというので売れたのではないか
と思います。厨川白村については私は不案内ですと答えがあった。
鈴木靖浩氏から『雪国』の駒子の恋愛は肯定的に論じられていますか、ま
た日本と中国の自然の違いは翻訳に当って問題だということでしたが、その
問題は実際どのように処理されていますか、と質問があり、
発表者から、恋愛というよりも、駒子の人柄を肯定的に論ずる意見もあり、
自分も駒子は現代の「待つ女jという視点で論文を書いています。
また翻訳に当って誤解されやすい点については説明を加えるなど工夫がさ
れていますが、今後もっと研究が積まれて好いものになるでしょうと答えが
あった。
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